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年頭の挨拶

	 公益社団法人　福井法人会　会長　清川　忠

　あけましておめでとうございます。良い年をお迎えになった事と思います。
　最近、考えも予想もしなかった方向に動いています。イギリスのEU離脱、アメリカの新大統領の発言や、フ
ィリピンの新大統領の言動においても予期しなかっただろうし、世界中が驚いています。多くの方々が変革を
望んでいるのであろうと思います。
　日本においてもバブル崩壊後、景気のどん底から安倍総理がアベノミクスで三本の矢を放ち、景気が上向き
になり大企業が大きな影響を得ていると言われています。中小企業では、大きな上昇とは言えないまでもそれ
なりに良くなってきています。株価においても、昨年末には19,000円台にのせ順調な推移をしています。
　その反面、世界中の物づくりはまだまだ人件費が安い国へとシフトしています。すでに中国の人件費もかな
り上昇し、次はインドネシア、次はフィリピンといったように若い人が多く、産業発展もこれからという国へ
世界中の企業が進出しています。
　ここ10年、15年は別としてもそのうちにコストだけでは物づくりが出来なくなり、材料革命が起こらなけれ
ば天然資源は枯渇しコストの上昇が始まり、その次に生ずるのがやはり低コストではなく、自然にあるものを
どう利用して環境に良い製品を作り出していくかが大事になると思います。今後ますます日本人の手先の器用
さと発想の豊かさを武器に、物づくりの大国日本として本領を発揮する事が出来ると思います。その為には様々
な事に興味を持つ事が大事です。
　それからもう一つ、IoT技術は衣食住すべてに利用され、福祉・医療・農業部門といったあらゆる分野に参入
すると思います。最近の新聞を読んでいると、IoTに関した記事が出ていない時はないくらいです。我々も掛け
声だけに終わらず、自分達も参入する道はないかと考えるだけでも楽しいです。現状に満足することなく挑戦
しようではありませんか。
　本年は、本県において全国大会が行われます。全国各地から2,000名近くの法人会員が福井に来られます。福
井の魅力を感じ喜んで帰って頂けるよう会員一丸となって頑張っていきましょう。ご協力を何卒宜しくお願い
致します。
　よく法人会のメリットとはと聞かれますが、まず参加することです。聞いた事、見た事、触れてみる事が大
事です。目の前をチャンスが通り過ぎる前に掴み取って下さい。自分の物にして下さい。法人会のメリットは
参加することです。
　税務ご当局、友諠団体との連携をより大切にして大型保障制度の推進などを積極的に展開してまいりたいと
思っております。会員の増強も大きな事業のひとつとなっておりますのでご協力の程、宜しくお願い致します。
　結びにあたりまして、皆様のご発展とご健勝ご多忙をお祈り申し上げてご挨拶とさせていただきます。



2vol.71

年頭の挨拶

	 福井税務署長　橋本　勝洋

　平成29年の新春を迎え、公益社団法人福井法人会の皆様に謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　福井法人会の皆様方には、平素から会活動を通じまして、税務行政に深い御理解と多大な御支援を賜り、本
誌をお借りしまして厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、税のオピニオンリーダーとして、地域に密着した社会貢献活動、将来を担う生徒・
児童に対する租税教育活動、税の啓発活動など、幅広い事業に積極的に取り組んでこられ、正しい税知識の普
及と納税道義の高揚に多大な貢献をいただいております。
　これもひとえに、清川会長をはじめ役員並びに会員の皆様方の御熱意と御尽力によるものと深く敬意を表す
る次第であります。
　また、本年10月に開催されます公益財団法人全国法人会総連合の全国大会に向け、福井法人会の会員の皆様
をはじめとする福井県下の会員の皆様方が中心となり、その準備に御努力されているとお聞きしています。こ
の全国大会の開催が皆様にとりまして、更なる御発展の契機となりますことを祈念しますとともに、法人会の
皆様が一丸となって大会を盛り上げ、成功へと導かれることを心から期待いたしております。
　ところで、最近の税務行政を取り巻く環境は、経済活動の国際化・ICT化の進展とともに様々な制度改正が
行われるなど、税務行政を取り巻く環境が大きく変化する状況の中、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正
かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を果たすため、ICTの有効活用等により、納税者サービスの向上に
努め、更に事務の簡素化・効率化を進めるとともに、適正・公平な課税・徴収を行うなど、国民の信頼に応え
るべく質の高い税務行政を行っていくことが重要と考えております。
　社会保障・税番号制度いわゆるマイナンバー制度につきましては、制度の着実な定着を図るべく、周知・広
報に取り組むとともに、本人確認等が円滑に行われるように取り組んでおります。
　しかしながら、このような税務行政を推進していくためには、私どもの限られた力のみでは成し得るもので
はなく、福井法人会の皆様方の御支援によるところが極めて大きいものと考えております。今後とも税務行政
の良き理解者として、また、協力者としてより一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　間もなく平成28年分の所得税等の確定申告の時期を迎えますが、本年の確定申告におきましても、引き続き、
国税電子申告・納税システム（e-Tax）の利用促進のほか、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
を利用した自宅等からのICTを利用した申告・納税を推進し、納税者サービスの向上や事務の効率化を図るこ
ととしております。
　会員の皆様方には、御自身のみならず、御家族、社員の方々につきましても、是非ともICTを利用した確定
申告書の早期提出と期限内納税に、より一層の御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、新しい年が公益社団法人福井法人会並びに会員企業のますますの御繁栄と、会員の皆
様方と御家族の御健勝、御多幸を心からお祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。
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平成29年度 税制改正に関する提言（要約）

　Ⅰ.　税・財政改革のあり方
１．財政健全化に向けて
　・消費税率10％への引き上げ再延期は、2017年 4 月から2019年10月へと 2年半の大幅なものとなった。これにより、我が国の財政健

全化目標には狂いが生じることになった。
　・国民の将来不安を増幅させないためには、財政規律を引き締め直し、改めて歳出、歳入両面からの強力な改革が求められる。

⑴消費税率10％への引き上げは、財政健全化と社会保障の安定財源確保のために不可欠である。国民の将来不安を解消するために、
「社会保障と税の一体改革」の原点に立ち返って、2019年10月の税率引き上げが確実に実施できるよう、経済環境の整備を進め
ていくことが重要である。

⑵2018年度の財政健全化中間目標の設定に伴い、歳出面では18年度までの 3年間で政策経費の増加額を1.6兆円（社会保障費1.5兆円、
その他0.1兆円）程度に抑制する目安を示した。今回の骨太の方針では、消費税率引き上げ延期で中間目標数字への言及がなか
ったが、この政策経費の抑制は確実に行うべきである。

⑶財政健全化は国家的課題であり、歳出、歳入の一体的改革によって進めることが重要である。歳入では安易に税の自然増収を
前提とすることなく、また歳出については、聖域を設けずに分野別の具体的な削減の方策と工程表を明示し、着実に改革を実
行するよう求める。

⑷消費税についてはこれまで主張してきたとおり、税率10％程度までは単一税率が望ましいが、政府は税率10％引き上げ時に軽
減税率制度を導入する予定としている。仮に軽減税率制度を導入するのであれば、これによる減収分について安定的な恒久財
源を確保するべきである。

⑸国債の信認が揺らいだ場合、金利の急上昇など金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害することが考えられる。市場の
動向を踏まえた細心の財政運営が求められる。

２．社会保障制度に対する基本的考え方
　・持続可能な社会保障制度の構築は喫緊の課題であり、「給付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制するとともに、適正な「負

担」を確保する必要がある。
⑴年金については、「マクロ経済スライドの厳格対応」、「支給開始年齢の引き上げ」、「高所得高齢者の基礎年金国庫負担相当分の
年金給付削減」等、抜本的な施策を実施する。

⑵医療については、成長分野と位置付け、大胆な規制改革を行う必要がある。給付の急増を抑制するために診療報酬（本体）体
系を見直すとともに、ジェネリックの普及率80％以上を早期に達成する。

⑶介護保険については、制度の持続性を高めるために真に介護が必要な者とそうでない者にメリハリをつけ、給付のあり方を見
直す。

⑷生活保護については、給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳格な運用が不可欠である。
⑸少子化対策では、現金給付より保育所や学童保育等を整備など現物給付に重点を置くべきである。なお、子ども・子育て支援
等の取り組みを着実に推進するためには安定財源を確保する必要がある。

⑹企業の過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が求められる。

３．行政改革の徹底
　・「行革の徹底」には、地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づいて自ら身を削ることが何より必要である。

⑴国・地方における議員定数の大胆な削減、歳費の抑制。
⑵厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の人員削減と、能力を重視した賃金体系による人件費の抑制。
⑶特別会計と独立行政法人の無駄の削減。
⑷積極的な民間活力導入を行い成長につなげる。

４．消費税引き上げに伴う対応措置
　・軽減税率は何と言っても事業者の事務負担が大きいうえ、税制の簡素化、税務執行コストおよび税収確保などの観点から問題が多

く、税率10％程度までは単一税率が望ましいことを改めて明確にしておきたい。
　・税率引き上げに向けては消費税制度の信頼性と有効性を確保する観点からも、以下の対応措置が重要である。

⑴現在施行されている「消費税転嫁対策特別措置法」の効果等を検証し、中小企業が適正に価格転嫁できるよう、さらに実効性
の高い対策をとるべきである。

⑵消費税の滞納防止は税率の引き上げに伴ってより重要な課題となる。消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講じる必
要がある。

５．マイナンバー制度について
６．今後の税制改革のあり方

ー 基 本 的 な 課 題 ー
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　Ⅱ.　経済活性化と中小企業対策
１．法人実効税率について
　・OECD加盟国の法人実効税率平均は約25％、アジア主要10カ国の平均は約22％となっており、これらと比較すると依然として税率

格差が残っている。当面は今般の法人効税率引き下げの効果等を確認しつつ、将来はさらなる引き下げも視野に入れる必要がある。

２．中小企業の活性化に資する税制措置
⑴中小法人に適用される軽減税率の特例15％を時限措置（平成29年 3 月31日まで）ではなく、本則化する。なお、直ちに本則化
することが困難な場合は、適用期限を延長する。また、昭和56年以来、800万円以下に据え置かれている軽減税率の適用所得金
額を、少なくとも1600万円程度に引き上げる。

⑵租税特別措置については、税の公平性・簡素化の観点から、政策目的を達したものや適用件数の少ないものは廃止を含めて整
理合理化を行う必要はあるが、中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置は、以下のとおり制度を拡充し、本則化すべ
きである。なお、中小企業投資促進税制の適用期限が平成29年 3 月31日までとなっていることから、直ちに本則化することが
困難な場合は、適用期限を延長する。
①中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を含める。
②	少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例については、損金算入額の上限（合計300万円）を撤廃する。

３．事業承継税制の拡充
　・我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大きく貢献しており、経済社会を支える基盤ともい

える存在である。その中小企業が相続税の負担等により事業が承継できなくなれば、我が国経済社会の根幹が揺らぐことになる。
⑴事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設事業に資する相続については、事業従事を条件として他の一
般資産と切り離し、非上場株式を含めて事業用資産への課税を軽減あるいは控除する、欧州並みの本格的な事業承継税制の創
設が求められる。

⑵相続税、贈与税の納税猶予制度について要件緩和と充実
①	株式総数上限（ 3分の 2）の撤廃と相続税の納税猶予割合（80％）を100％に引き上げる。
②	死亡時まで株式を所有しないと猶予税額が免除されない制度を、 5年経過時点で免除する制度に改める。
③	対象会社規模を拡大する。

⑶親族外への事業承継に対する措置の充実
⑷取引相場のない株式の評価の見直し
円滑な事業承継に資する観点から、比較対象となる上場株式の株価のあり方や比準要素のあり方を見直すことが必要である。

　Ⅲ.　地方のあり方

　・地方活性化には、国と地方の役割分担を見直し、財政や行政の効率化を図る地方分権をさらに進めねばならないが、同時に現在推
進中の地方創生戦略の深化も極めて重要である。その共通理念として指摘しておきたいのは、地方の自立・自助の精神である。

　・ふるさと納税制度で一部で見られるような換金性の高い商品券や高額または返礼割合の高い返礼品を送付するなどの過度な競争に
は問題があり、適切な見直しが必要である。

　・異常な水準まで悪化した我が国財政を考えると、国だけでなく地方の財政規律の確立も欠かせない。とくに、国が地方の財源を手
厚く保障している地方交付税の改革をさらに進め、地方は必要な安定財源の確保や行政改革についても、自らの責任で企画・立
案し実行していく必要がある。
⑴地方創生では、さらなる税制上の施策による本社機能移転の促進、地元の特性に根差した技術の活用、地元大学との連携など
による技術集積づくりや人材教育等、実効性のある改革を大胆に行う必要がある。

⑵広域行政による効率化の観点から道州制の導入について検討すべきである。基礎自冶体（人口30万人程度）の拡充を図るため、
さらなる市町村合併を推進し、合併メリットを追求する必要がある。

⑶地方においても、それぞれ行財政改革を行うために、民間のチェック機能を活かした「事業仕分け」のような手法を広く導入
すべきである。

⑷地方公務員給与は、国家公務員給与と比べたラスパイレス指数（全国平均ベース）が是正されつつあるものの、依然としてそ
の水準は高く、適正水準に是正する必要がある。そのためには国家公務員に準拠するだけでなく、地域の民間企業の実態に準
拠した給与体系に見直すことが重要である。

⑸地方議会は、大胆にスリム化するとともに、より納税者の視点に立って行政に対するチェック機能を果たすべき。また、高す
ぎる議員報酬の一層の削減と政務活動費の適正化を求める。行政委員会委員の報酬についても日当制を広く導入するなど見直
すべきである。

　Ⅳ．震災復興

　・東日本大震災については、本年 4月から「復興・創生期間（平成28年度～32年度）」に入ったが、被災地の復興、産業の進展はい
まだ道半ばである。今後の復興事業に当たってはこれまでの効果を十分に検証し、予算を適正かつ迅速に執行するとともに、原
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発事故への対応を含めて引き続き適切な支援を行う必要がある。また、被災地における企業の定着、雇用確保を図る観点などから、
実効性のある措置を講じるよう求める。

　・本年 4月に起こった熊本震災についても、東日本大震災の対応などを踏まえ、適切な支援と実効性のある措置を講じ、被災地の確
実な復旧・復興の実現に向けて取り組まねばならない。

　・今後も大規模な災害が発生すると予想されていることから、「大規模自然災害を想定した税制」の整備について検討することも必
要であろう。

　Ⅴ．その他

１.　納税環境の整備
２.　租税教育の充実

ー税目別の具体的意見ー

法 人 税 関 係
１．役員給与の損金算入の拡充
⑴役員給与は原則損金算入とすべき
⑵同族会社も利益連動給与の損金算入を認めるべき
２．公益法人課税

所 得 税 関 係
１．所得税のあり方
⑴基幹税としての財源調達機能の回復
⑵各種控除制度の見直し
⑶個人住民税の均等割
２．少子化対策

相続税・贈与税関係
１．相続税の負担率はすでに先進主要国並みであることから、これ以上の課税強化は行うべきではない。
２．贈与税は経済の活性化に資するよう見直すべきである。
⑴贈与税の基礎控除を引き上げる。
⑵相続時精算課税制度の特別控除額（2,500万円）を引き上げる。

地 方 税 関 係
１．固定資産税の抜本的見直し
⑴商業地等の宅地を評価するに当たっては、より収益性を考慮した評価に見直す。
⑵居住用家屋の評価は経過年数に応じた評価方法に見直す。
⑶償却資産については、「少額資産」の範囲を国税の中小企業の少額減価償却資産（30万円）にまで拡大する。また、将来的には
廃止も検討すべきである。

⑷国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目的に応じて土地の評価を行っているが、行政の効率化の観点から評価体制は一元
化すべきである。

２．事業所税の廃止
３．超過課税
４．法定外目的税

そ の 他
１．配当に対する二重課税の見直し
２．電子申告
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平成29年度税制改正スローガン

・経済の再生と財政健全化を目指し、
　　 　　歳出・歳入の一体的改革を！

・適正な負担と給付の重点化・効率化で、
　　 　　持続可能な社会保障制度の確立を！

・中小企業の重要性を認識し、
　　 　　活性化に資する税制措置の拡充を！

・中小企業にとって事業承継は重要な課題。
　　 　　本格的な事業継承税制の創設を！
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税制改正に関するアンケート調査結果

法人会では法人実効税率20％台の早期実現を求めておりましたが、今般の改正で実現します。今後

の法人実効税率のあり方についてどう考えますか。

あなたの会社を事業承継するに当たって、どのような形態を考えているか、お聞かせ下さい。

Ａ．さらなる引き下げを

求める

60.5％

Ａ．子に事業承継

45.6％

Ｄ．その他

1.7％

Ｅ．その他

15.9％

Ｃ．分からない

10.9％

Ｄ．まだ考えていない

23.7％

Ｃ．親族以外に事業承継

9.3％

Ｂ．さらなる引き下げは

当面必要ない

26.9％

Ｂ．子以外の親族に事業承継

5.5％

Ｑ 

１

Ｑ 

２



8vol.71

あなたの会社を事業承継するに当たって、事業承継税制についてどのように考えますか。

少子高齢化により増大する社会保障費を抑制するためには、負担と給付のあり方を見直す必要があり

ます。今後の社会保障の給付と負担のバランスについてどう考えますか。

Ａ．本格的な事業承継

税制の創立を求める

39.9％

Ａ．給付水準をある程度

下げて、現行の負担

を維持する

38.2％

Ｄ．その他

24.2％

Ｃ．これまでの

改正で十分

6.6％

Ｄ．その他

14.7％

Ｃ．給付水準を大幅に引き

下げ、負担も減らす

12.3％

Ｂ．現行制度のさらなる

改善を求める

29.3％

Ｂ．現行の給付水準を保つ

ため、ある程度の負担

の増加はやむを得ない

34.8％

Ｑ 

３

Ｑ 

４



行動する法人会

平成29年度税制改正に関する提言要望

福井県知事

西川　一誠 氏
（代理）税務課長　辻 謙二 氏

12月1日

福井県議会議長

松井　拓夫 氏
（代理）議会事務局長　小寺 啓一 氏

11月21日

福井市長

東村　新一 氏
（代理）市民税課長　渡邊 靖隆 氏

12月1日

永平寺町長

河合　永充 氏
（代理）税務課長　帰山 英孝 氏

11月24日

福井市議会議長

皆川　信正 氏
11月29日

永平寺町議会議長

齋藤　則男 氏
（代理）税務課長　帰山 英孝 氏

11月24日

衆議院議員 （福井1区）

自由民主党

稲田　朋美 氏
（代理）斉藤 秘書

11月30日

衆議院議員（比例代表・北陸信越ブロック）

自由民主党

助田　重義 氏
（代理）出水 秘書

11月30日

参議院議員（福井選挙区）

自由民主党

山崎　正昭 氏
（代理）清水 秘書

11月30日

参議院議員（福井選挙区）

自由民主党

滝波　宏文 氏
（代理）野村 顧問

12月1日
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納税表彰

租税教育推進表彰

金沢国税
局長表彰

齊川忠男	氏
北陸齋川運輸㈱

福井税務
署長表彰

小林庄市	氏
福井リティルシステム㈱

福井税務
署長表彰

山下徳太郎	氏
㈲山下製餡所

金沢国税局長表彰　公益社団法人	福井法人会（青年部会・女性部会）

福井税務
署長表彰

吉本陽子	氏
㈲吉本重建

租税教育活動
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　親子で○×式のクイズで税を学ぶ。　平成29年1月21日　フェニックスプラザ大ホール　親子950人
　「税金」に関するアニメやクイズのあと、井上あずみファミリーコンサートが行われ、スタジオジブリの名曲を親
子で歌うなど楽しいひと時を過ごした。

青年部会 「親と子のふれあい事業」を実施

女性部会 「絵はがきコンクール」を実施
　福井税務署、福井市教育委員会、永平寺町教育委員会などの後援による小学６年生を対象にした「税に関する絵は
がきコンクール」を行っている。
　今回が７回目であり、年を追うごとに児童から力作が数多く寄せられている。応募作品は後日専門家（画家）や関
係者で厳正な審査を行い、最優秀賞と優秀賞などを選び表彰する。また、優秀作品は市・町内各所で巡回展示します。
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立川　らく朝　独演会
平成28年９月29日（木）
アオッサ　８階　福井県県民ホール

「ほうじん寄席」

福井法人会女性部会の給水ボランティア
平成28年10月２月（日）
福井運動公園周辺

力走するランナーに元気の水を！
〜福井マラソン〜

「映画の裏側」映画字幕翻訳者　戸田奈津子氏
平成28年11月22日（火）
アオッサ　8階　福井県県民ホール

「税を考える週間」
における記念講演会
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税に関する中学生の作文

　私にだってできる
	 福井大学教育学部附属中学校 3年　河

こう

野
の

　富
ふ き の

貴乃

　「 3億円。」私はこの金額に驚いた。そして、今まで税金の使われ方、いや税金そのものにも無関心だ

った自分を恥ずかしく思った。

　この夏、私が住む町の清掃センターを初めて訪れる機会があり、日頃何気なく出しているゴミについ

て考えることができた。毎週 2回、自宅近くのゴミステーションいっぱいに出され、当たり前のように

回収してくれるゴミの焼却は、税金も充てられていると知った。それまで私は、ゴミの回収や焼却の費

用は、有料の指定ゴミ袋に入れているから、その代金だけで全てまかなわれているのだろうなぁぐらい

に思っていた。

　そこで、市役所の生活環境課で私の市の昨年 1年間のゴミの量とその回収、焼却費用を聞いてみた。

担当者から「量は10,080ｔ。」そして費用は「 3億6,000万円」と聞き、私は聞き返すほど驚いた。このう

ち私が思っていたゴミ袋の売り上げ代金が充てられるのは6,000万円だった。ということは、残りの 3億

円は税金ということだ。両親達が一生懸命働き納めている税金が、私達がちゅうちょすることなく捨て

ているゴミの処分に使われていると知り、なんでもゴミにしていることを申し訳なく思った。

　これが国規模になると、平成25年度では総額 2兆1,374億円。国民一人当たりだと約16,791円になると

知り、何も残らないのにこれだけの税金が投じられていることに落胆した。

　私は、私にできることを考えた。まずは、自分の生活を振り返り、今まで言葉だけは知っていたゴミ

減量のための「 5Ｒ運動」に真剣に取り組んでみようと思った。不要な物は買わない「リフューズ」、発

生を減らす「リデュース」、繰り返し使う「リユース」、資源として再利用する「リサイクル」、修理して

長く使う「リペア」だ。そして、私から家族へこの運動を広げ、まずは家庭ゴミから、次は学校や地域

のゴミを減らし、無駄に税金が使われないよう、私も力になりたいと思った。

　そして私達一人ひとりが税に関心を持つということは、税の使い道を監視することにもつながると思

う。ゴミの他にも教育や警察、消防、福祉など、たくさんの公共施設や公共サービスに大切な税金が使

われている。今まではそのことが当たり前だと思ってきたが、先人達が支払ってきた税金を使わせても

らっているのだから、私達や後世の人達が将来、安心して豊かに暮らせるために、正しく収め、使われ

方に関心を持つこと。私にはまだ直接、納税義務はない。しかし、お小遣いで買い物をした時は消費税

も払っている。有意義な中学校生活が送れているのも税金のお陰だ。これからいつも税にアンテナを張

りたい、それが私にだってできることだ。

公益財団法人
全国法人会
総連合会長賞



13 vol.71

税に関する中学生の作文

　税を理解するひとりに
	 福井大学教育学部附属中学校 2年　金

かねまき

巻　明
あ き

希

　この春、よく耳にしたニュースが「消費税10％引き上げ」の話題です。

　よりよい社会にするために、国民の一人ひとりが税金を納めています。私達は買い物をすると消費税 8％を納

めています。 3年前は 5パーセント、17年前までは消費税はなかったそうですが、何年後かには消費税は10％に

なります。ニュースの取材で、街の人が「引き上げはやめて欲しい。経済が悪くなる一方だ。」と言っていました。

確かにモノの値段プラス 1割の消費税となると、節約しようという気持ちになり、購買力が低下して景気が悪く

なると思います。

　私が父にこの話題について意見を聞いてみると「賛成」という答えが返ってきました。その理由は未来の年金

は年金保健に加入している人たちの給料からだけではやっていけないと思うからだそうです。今の日本が抱える

最大の問題の一つである「少子高齢化」と大きく関わりがあることを教えてもらいました。現在のつぼ型人口ピ

ラミッドの少ない若者たちが、多くの高齢者を支えるのは困難だということです。

　私はこの 2つの考えを知り、税は未来と自分たちの暮らしに反映する大切な「支え」だと認識しました。

　私たち未成年者に身近な消費税の他にも、まだまだいろんな税があるそうです。税があることで、私たちが通

う学校が建てられ、義務教育が受けられること。市・県・国の行政が成り立っていて、公務員である父も税金か

ら給料をもらっていること。まだまだ税は、多様に形を変えて、私たちの生活に役立っていることを知りました。

　私は勝山からえちぜん鉄道を利用して福井市の学校に通っています。その定期券を購入する際にも勝山市から

補助金を受けています。そのお金も市民の方々からの税金です。昨年、えちぜん鉄道について取材した際にも、

地域・行政が協力して交通弱者の方々の為に、鉄道再生を行っていることを学びました。これも税金の活用です。

そう考えると、税は「支え」というだけでなく、全ての人の「助け」であるという認識も持てるようになりました。

　今の私が良い環境で暮らしていられるのは、現在の社会のおかけです。税の使い道について論争になることは

重要な事だと思います。限られた税金を大切に使い、お年寄りから子どもまでが安心して暮らせる社会を目指し、

持続可能な社会を形成していける努力を継続しない限り、明るい未来はありません。次世代の人たちがより良い

社会で暮らせれるかどうかは、私たち若い世代の力に懸かっています。未来の社会の担い手の一人になれるよう

に、知識を増やし、納税の義務を理解して果たせる人になっていきたいです。

福井
税務署長賞
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税に関する中学生の作文

　社会の血
	 高志中学校 2年　戸

と

川
がわ

　賢
けん

太
た

郎
ろう

　ＴＡＸ。重い負担や酷な要求を意味するこの単語にもう一つ意味がある。そう、税だ。

　血税という言葉を知っているだろうか。身を切られるような、血をしぼり取られるような思いで納められた税

のことだ。どこかＴＡⅩに似た言葉だと感じた。

　ここで、日本では一般的にどれくらいの所得税が納められているのか調べてみた。日本人の平均年収は約414

万円。そこから引かれる所得税を算出すると40万円になった。所得のうち実に 1割だ。しかも掛かる税は所得税

だけではない。まさに血税だ。

　次は、税の用途について調べた。自分たちのお金がどう使われているのか、知りたくなった。まず、大きなウ

エイトを占めるのが社会福祉。高齢者への年金、生活支援、バリアフリーなどだ。病院を利用したときには、医

療費もでる。次に教育費、多くの物資や設備がこれによってまかなわれている。ちなみに僕たち中学生に一年あ

たり使われている教育費は100万円。そして人件費。また、公共事業費というのもある。他に具体的なものを挙

げると、警察の活動や消防車・救急車の出動にも税金が使われている。信号や歩道橋、電柱に道路など辺りを見

回せば税金の恩恵によるもがたくさん見つかる。税なくして現状はなく、税金の恩恵を受けていないものなど一

人もいないということだ。

　しかし、国会議員という立場を悪用し税を無駄使いしたり、脱税をしているという話もニュースでよく聞く。

ニュースを見ていてもう珍しくもない光景に「ああ、またか」と思っている自分がいることに悲しく、律儀に税

を納めている行為を馬鹿にされたように感じる。

　また、救急車をタクシー代わりに呼びつけ、「こっちは税金を払っているんだ」て当然の権利として主張する

人や、働くよりも生活保護を受けた方が得だと考える人もいる。

　大人にもなって税金というものをしっかりと理解できていない人がいるのだ。誤解を解くきっかけはたくさん

あるはずだ。早く誤解を解いてほしいと今回調べて改めて感じた。

　今回多くのことを調べて一つ思ったことがある。ＴＡＸはＴＡＸではないということだ。税金は重い負担だろ

うか。答えはＮＯ。税金がなければもっと大変なことになる。税金は酷な要求だろうか。ＮＯだ。税は循環し、

僕たちのところへ還ってきている。中学生の僕たちに年間100万払えというほうがよっぽど酷だ。

　確かに納税は血税かもしれない。身を切られるような、血をしぼられるような思いで納税の義務を果たしてい

る人も多くいると思う。しかし、切られた身は社会の体となり、しぼられた血は社会の血となって社会を造って

いる。

　そう意識を持てば僕たち納税者の気持ちは変わるのではないだろうか。

福井
税務署長賞
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税に関する小学生のポスター

税に関する中学生の標語

志比小学校 6年　石
いしかわ

川　奏
かなで

啓蒙小学校 6年　木
きのした

下　彩
さい

華
か

啓蒙小学校 6年　齊
さいとう

藤菜
な な こ

々子

明
倫
中
学
校
一
年

　片か
た
や
ま山

　七な
な

海み

消
費
税
　明
る
い
未
来
を
　つ
な
ぐ
道

上
志
比
中
学
校
一
年

　服は
っ
と
り部

　千ち

寛ひ
ろ

税
金
で
　身
近
な
暮
ら
し
　支
え
ま
す

明
倫
中
学
校
一
年

　瀬せ

の野

　佑ゆ

月づ
き

税
金
は
　社
会
に
役
立
つ
　第
一
歩

明
倫
中
学
校
二
年

　和わ

だ田

　美み

優ゆ
う

そ
の
税
が
　未
来
を
つ
な
ぐ
　架
け
橋
に

福井
税務署長賞

福井
税務署長賞

福井
税務署長賞

福井市租税教育
推進協議会長賞

永平寺町租税教育
推進協議会長賞

公益社団法人
福井法人会長賞

御陵小学校 6年　藤
ふじやま

山　友
ゆう

汰
た

公益社団法人

福井法人会長
賞

福井
県知事賞
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税務署からのお知らせ
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青年部会だより
　第30回　法人会全国青年の集い「北海道大会」

　平成28年 9 月 9 日（金）・10日（土）の 1泊 2日の日程で第30回法人会全国
青年の集い「北海道大会」に参加いたしました。
　初日、雨の中、少し肌寒く感じましたが、大会式典会場である旭川大雪ア
リーナでは、全国のメンバーの熱気で包み込まれ熱い議論が交わされました。
式典の中では会員増強表彰と租税教育活動のプレゼンテーションの結果発表
が行われ、金沢局連からは南越法人会（福井県）テーマ「租税教室」がエン
トリーされました。例年プレゼンテーションのレベルが高く、内容も素晴ら
しく各地の租税教育活動の取り組みが、大変参考となりました。最優秀賞に
は熊本局連の鹿屋肝属法人会（鹿児島県）

テーマ「一緒に楽しく学ぼう税（ぜい）！」が選ばれました。その後、スキージャンプ
の葛西紀明氏による「夢は努力でかなえる」の記念講演が行われ、努力することの大切
さや家族を大事にする気持ちなど私達が志を達成するためのヒントを同世代である葛西
氏にご講演いただきました。
　大会式典後の懇親会が開催され、金沢局連である私達は今年も残念ながら、メイン会
場ではなく別の建物で中継モニターも無く、会場で何が行われているかさっぱりわかり
ませんでしたが、北陸のメンバー同志の交流・議論はより一層、熱く交わすことができ
ました。
　 2日間にわたり、改めて税の必要性と意義について考えさせられる機会であり、今後
においても、やはり我々は法人会の基本理念である「税のオピニオンリーダー」として、
税知識の普及と企業の発展、地域の振興のために活動して行かなければならないと思い
ました。来年は11月に高知にて開催です。ぜひ、多くのメンバーで参加しましょう！　

（西田）

　北陸三県合同役員研修会

　平成28年 6 月29日（水）に株式会社秋吉グループ本部様にて、北陸三県合同
役員研修会が行われました。
　今回の研修会は、福井、石川、富山、各県内の各法人会青年部会の役員を
対象に実施されました。30名を超える役員が参加して、ビデオでの説明を受
けたり、工場、検査室、休憩所などの見学を行い、皆さん興味深々に取り組
んでいました。
　研修会後は、ホテルフジタ内にあるNew秋吉店にて、懇親会が開催され、
楽しい福井での夜を満喫いたしました。	 （春田）
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女性部会だより
租税教育活動 （紙芝居・本の読み聞かせ）

日　時：平成28年 7 月22日（金）
さくらんぼ児童館

日　時：平成28年 8 月24日（水）
とまと児童館

日　時：平成28年 8 月26日（金）
くすのき児童館

日帰り研修旅行

日　時：平成28年11月18日（金）
行　先：グンゼ博物苑・

あやべグンゼスクエア見学
若狭ふぐの宿「下亟」
「税金クイズ」・
「福井県内特産品クイズ」実施

出席者：29名

税務署長との懇談会・門松作り講習会

日　時：平成28年12月 2 日（金）
会　場：アオッサ 6 F研修室607
◦税務署長との懇談会
　出席者：24名
◦門松作り講習会
　出席者：23名
　講　師：花壇アドバイザー

渡辺　寛幸	氏

県女連平成28年度研修会

日　時：平成28年 9 月26日（月）
主　管：敦賀法人会女性部会
第 1部　出張健康教室
「あなたのその頭痛、そのままに

しておいて大丈夫ですか？」
福井県済生会病院　山崎法明	先生

第 2部　仲秋のジャズコンサート
出席者：	24名
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支部の事業活動
地域密着の社会貢献

　各支部では、地域に密着した各種イベントに協賛するなどして、法人会ならではの税の

啓発活動である「税金クイズ」や「税に関する紙芝居」を実施した。

　また、各会場では法人会コーナーを設け、法人会の活動PRにも努めた。

「円山ふれあいまつり」

啓蒙円山支部

「トントンまつり」

和田支部
福井問屋センター／10月２日

円山小学校／10月16日

「森田地区文化祭」

森田河合川西支部
森田公民館／10月16日
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「宝永文化祭」

宝永支部
宝永公民館／10月23日

「松本まつり2016」

「大人の体力測定」

「朝倉トレイルラン」

松本支部

順化支部

東部支部

松本小学校／10月30日

順化小学校／11月６日

朝倉氏遺跡周辺／10月30日
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の
福井県連 活動状況

長崎にて、来る第34回法人会全国大会 福井大会をPR
　平成28年10月20日、第33回全国大会（長崎大会）において、清川福井県連会長が「閉会の
辞」を述べ、その後次年度開催の「福井大会」を全国の会員に広報した。

長崎大会での広報活動

大会会場：長崎ブリックホールにて

懇親会場：ホテルニュー長崎
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中学女子駅伝
第 1 位　足羽中学校Ａチーム（福井市）

第 2 位　中央中学校Ａチーム（鯖江市）

第 3 位　AWARA陸上クラブ（あわら市）

わんぱく駅伝
男　子

第 1 位　武生南元気っ子ボーイズ（越前市）

第 2 位　敦賀Jr.キャリア（敦賀市）

第 3 位　みんスポ ボーイズ（大野市）

女　子
第 1 位　勝山Jr.ランナーズ（勝山市）

第 2 位　武生南アスリートガールズ（越前市）

第 3 位　敦賀Jr.HOPE（敦賀市）

法人会カップ少年サッカー
法人会カップ2016　Ｕ―12福井県少年サッカー大会

平成28年７月16日（土）～31日（日）
予選・決勝：丸岡スポーツランド

第１位　大虫サッカースポーツ少年団（越前市）
第２位　福井市中央フットボールクラブ（福井市）
第３位　清水フットボールクラブスポーツ少年団（福井市）

平成28年11月13日（日）
福井運動公園周辺コース2016中学女子駅伝＆わんぱく駅伝
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法　人　名 業　　　種 支　部　名
（株）アーサ 建築設計監理業 和 田

（株）アート建設 建設業 社

アーバンプリント（株） 繊維製品の手捺染業 松 本

（株）ＩＲＩ 塗装業 中 藤

（株）ＩＤ空創 一般建築 社

（株）アドヴァンスドリーム 各種イベント企画・総合プロデュース 等 宝 永

（株）アドバンス・パートナーズ 不動産業・ファイナンシャルプランニング 松 本

アンク（株） 飲食業 和 田

（合同）板倉満代建築設計事務所 建築設計 日 之 出

（有）岩佐冷機 冷房設備工事 東 部

（資）うえだ 一般旅客運送事業 西 安 居

（株）ＥＩＪＩ建築設計事務所 建築設計・施工 中 藤

（株）Ａ－２ 商品券等売買 中 藤

（株）エフ・ケイ・ケイ 不動産業 中 央

（有）エルゼ・ブレドール 玄関マット・モップのレンタル、掃除具販売 西 安 居

（株）大義林研 林業 和 田

（株）大津屋 木 田

（株）大橋自動車 自動車販売・修理 中 藤

おかもと自動車（合同） 自動車整備業 西 安 居

小川住宅設備（有） 東 部

（株）オフィスサポートＢＰ ＯＡ機器・事務機器販売 宝 永

（株）海翔 ユニフォームの製造・裁断・貿易 社

（株）春日木材 製材業 木 田

（株）久保寺 畳材料卸 木 田

（株）グロウプス 広告デザイン業 啓 蒙 円 山

黒川（株） 繊維製品卸 和 田

ケイショウ（株） ＩＴ関連 和 田

宏栄不動産（株） 不動産業 木 田

（有）コバキン 鉄筋工事業 清 水 越 廼

（株）Ｃ＆Ｂ ホテル業 西 部

（株）ＣＡＴＶライフサービス 人材派遣・その他 明 新

（有）システム西川 建築工事 大 手

（株）しまだ 飲食店 順 化

社会福祉法人慈豊会 老人ホーム 和 田

社会福祉法人藤島会 福祉サービス 中 藤

（株）創せつ 不動産管理・調査 木 田

高野（株） 貸店舗及びマンションの経営 順 化

竹下學商事（有） 不動産賃貸業他 啓 蒙 円 山

（有）タバタ 不動産賃貸業他 社

（株）田端塗装工業 塗装 社

ちきゅう未来（株） 木質リサイクル 啓 蒙 円 山

（株）ドゥーガブレインズ 映像制作 足 羽

（有）東興エンジニア 電気機械修理 啓 蒙 円 山

新入会員名簿
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平成28年８～12月

※ 五十音順

法　人　名 業　　　種 支　部　名
（医）東和会 医業 日 之 出

（株）トーヨースズキサービス 自動車販売修理業 麻 生 津

（株）トモワークス 建設業 森田河合川西

西川印刷（株） 印刷製本 和 田

（株）日東モータース 自動車販売業 和 田

日本防災用品販売（株） 安全用品販売 西 部

（株）パッケージサービス 通所介護 麻 生 津

Bic mac（株） 広告代理店 木 田

（有）ヒューマンケア 訪問介護・デイサービス 旭

（株）ヒラキルートプランニング 物流業 中 藤

（株）ビルコン 建設業 社

（有）フィーダ縫機商会 縫製業 和 田

フードイノベーション（株） 飲食業 中 藤

（株）福一板金 建築板金業 社

福井中央市場水産物卸（協） 卸組合業 中 藤

福武電工（株） 電気工事業 啓 蒙 円 山

福宝（株） 学習塾 中 央

不動産情報サービス（株） 不動産取引業 中 藤

（株）Blue in Green サングラス販売業 木 田

（株）ベストワーク 塗装工事業 社

（株）宝来社福井 建設業 啓 蒙 円 山

（株）昌建築板金 建築板金 宝 永

益茂証券（株） 証券業 中 央

（株）まんもと 飲食業 日 之 出

三福土建（株） 建設業 西 部

未来工運（株） 収集運搬 啓 蒙 円 山

（有）村上瓦工業 家根工事・雨ドイ 東 部

（株）森川商事 建築業 東 部

（株）ヤシマ 不動産業 啓 蒙 円 山

（株）やなぎ町 飲食業 順 化

（株）やなぎ町柳庵 飲食業 順 化

（株）やなぎ町柳月亭 飲食業 順 化

（株）吉田機工 産業機械製造業 清 水 越 廼

リカーワールド華江守店 酒類小売業 社

リカーワールド華光陽店 酒類小売業 西 部

リカーワールド華二の宮店 酒類小売業 明 新

リカーワールド華プラザ店 酒類小売業 啓 蒙 円 山

リカーワールド華本店 酒類小売業 木 田

（有）陸栄運輸 運送業 麻 生 津

和光開発（株） 不動産管理 宝 永

（有）渡辺鉄工 製造業 社

渡部設備（株） 管工事業 麻 生 津
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◉福井法人会
7 / 4（月）	 福利厚生還元事業	 中日劇場　
7 /26（火）	 税制委員会	 商工会議所Ｇ
　〃	 総務委員会	 　〃
7 /28（木）	 実務者セミナー	 福井県自治会館
7 /29（金）	 広報委員会	 商工会議所Ａ
　〃	 厚生委員会	 　〃
8 / 1（月）	 組織委員会	 商工会議所Ｂ
　〃	 研修委員会	 　〃
8 / 8（月）	 合同役員会	 グランユアーズ
8 /23（火）	 実務者セミナー	 福井県自治会館
8 /26（金）			 親睦ボウリング大会	 ウエーブ40　
9 / 6（火）		 支部長会議	 商工会議所
9 /13（火）	 実務者セミナー	 福井県自治会館
9 /16（金）	 聴いて得するセミナー	 アオッサ　　
9 /29（木）	 ほうじん寄席	 アオッサ　　
10/12（水）	 実務者セミナー	 福井県自治会館
10/20（木）	 全国大会	 長崎県
10/28（金）	 決算期別説明会	 福井県自治会館
11/ 7（月）	 役員企業視察研修	 伊勢志摩方面
　～ 8（火）
11/16（水）	 実務者セミナー	 福井県自治会館　
11/22（火）	 記念講演会	 アオッサ
12/13（火）	 実務者セミナー	 福井県自治会館
12/14（水）	 理事会	 グランユアーズ
12/16（金）	 税務連絡協議会	 福井春山合同庁舎

■青年部会
7 / 5（火）	 県外視察研修旅行	 京都・神戸方面
　～ 6（水）
7 / 7（木）	 広報委員会	 ヨーロッパ軒総本店
7 /25（月）	 サマーフェスタ	 寿し割烹　八重
8 /29（月）	 理事会	 商工会議所　
9 / 9（金）	 全国青年の集い	 北海道（旭川）
　～10（土）
10/ 4（火）	 真価塾	 ふく岡
10/15（土）	 親睦ゴルフコンペ	 ゴールド福井カントリークラブ
11/18（金）	 税務署長との懇談会	 福井春山合同庁舎
12/ 7（水）	 広報委員会	 ヨーロッパ軒総本店

■女性部会
7 /13（水）	 広報委員会	 コメダ珈琲
7 /22（金）	 租税教育活動（紙芝居・本読み聞かせ）	 さくらんぼ児童館
8 /24（水）	 租税教育活動（紙芝居・本読み聞かせ）	 とまと児童館
8 /19（金）	 理事会	 商工会議所
8 /26（金）	 租税教育活動（紙芝居・本読み聞かせ）	 くすのき児童館
10/ 2（日）	 福井マラソン給水ボランティア	 コース周辺
10/ 5（水）	 正副会長会議・研修委員会	 商工会議所
10/26（水）	 厚生委員会	 中央測量設計㈱
11/11（金）	 理事会	 国際交流会館
11/18（金）	 日帰研修旅行	 小浜方面　
11/24（木）	 研修・厚生合同委員会	 福井県自治会館
12/ 2（金）	 税務署長との懇談会	 アオッサ　
12/ 9（金）	 理事会	 柳月亭　
12/14（水）	 広報委員会	 グランユアーズ
12/21（水）	 正副会長会議・常任理事会	 商工会議所

■支部事業
7 /23（土）	 大手：福井城址　お堀の灯り	 福井城址周辺
10/ 2（日）	 和田：トントンまつり	 福井問屋センター

10/16（日）	 啓蒙円山：円山ふれあいまつり	 円山小学校
　〃	 森田河合川西：森田地区文化祭	 森田公民館
10/23（日）	 宝永：宝永文化祭	 宝永公民館
10/30（日）	 松本：松本まつり2016	 松本小学校
　〃	 東部：朝倉トレイルラン	 朝倉氏遺跡周辺　
11/ 6（日）	 順化：大人の体力測定	 順化小学校
11/15（火）	 和田：研修会	 福井テレビ会議室

■支部役員会
9 /14（水）	 和田	 10/13（木）	 順化
9 /20（火）	 森田河合川西	 10/14（金）	 大手
9 /28（水）	 東部	 10/17（月）	 麻生津
　〃	 木田	 10/24（月）	 足羽
10/ 4（火）	 西部	 10/25（火）	 社
10/ 5（水）	 宝永	 10/26（水）	 西安居
10/ 7（金）	 清水越廼	 10/27（木）	 中央
10/12（水）	 中藤	 11/18（金）	 松本
	 花堂	 11/15（火）	 旭

◉福井県法人会連合会
7 / 6（水）	 厚生委員会	 全法連会館
7 /14（木）	 研修委員会	 全法連会館
7 /21（木）	 総務委員会	 全法連会館
7 /22（金）	 広報委員会	 全法連会館
7 /27（水）	 税制委員会	 全法連会館
7 /31（日）	 法人会カップ少年サッカー	 まるスポランド
8 / 3（水）	 組織委員会	 全法連会館
8 / 5（金）	 県下事務局職員会議	 小浜
8 /25（木）	 全国専務理事会議	 全法連会館
9 /23（金）	 全法連理事会	 全法連会館
11/ 9（水）	 国税局所管税務研修会	 福井県自治会館
11/13（日）	 中学女子駅伝＆わんぱく駅伝	 福井運動公園
　〃	 税金クイズ（駅伝）
12/ 5（月）	 北法連事務局研修	 金沢都ホテル
12/ 7（水）	 全国専務理事会議	 全法連会館
12/19（月）	 理事会	 ユアーズホテル
　

■青年部会連絡協議会
7 /27（水）	 北青連会議	 金沢
9 /23（金）	 研修会	 小浜

■女性部会連絡協議会
9 /26（月）	 研修会	 敦賀

◉税制改正要望・提言活動
11/30（水）	 稲田朋美	 衆議院議員
　〃	 助田重義	 　〃
　〃	 山崎正昭	 参議院議員
12/ 1（木）	 滝波宏文	 　〃
　〃	 西川一誠	 福井県知事
11/21（月）	 松井拓夫	 福井県議会議長
12/ 1（木）	 東村新一	 福井市長
11/29（火）	 皆川信正	 福井市議会議長
11/24（木）	 河合永充	 永平寺町長
　〃	 齋藤則男	 永平寺町議会議長

法人会の活動日誌 平成28年7月～12月
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